
 

トランスジェンダー学生の受け入れについて 

― 志あるすべての女性に学びへの扉を等しく開きます ― 

 

福岡女子大学は、高等教育の門戸が女性に対してほぼ閉ざされていた 1923（大正 12）

年に、日本初の公立女子専門学校として創設されました。以来、性別による教育機会の不平等

を是正しつつ、時代や社会の変化に柔軟に対応しながら、次代の社会を牽引する「女性リーダ

ーの育成」を基本理念に掲げてまいりました。 

 

女性たちの声を端緒とした建学から 100 年を経て、その女性性及び男女性別の概念は大

きく変化し、性の多様なあり方が社会に受け入れられつつあります。建学の歴史と大学の基本

理念を踏まえて、こうした社会環境の変化を捉えるとき、公立大学として女子高等教育を行う

本学が、女性の多様なあり方を包摂する歩みを進め、志あるすべての女性に本学固有の学び

への扉を等しく開いていくことは、一つの使命であると考えます。 

 

それとともに、本学のすべての学生と教職員が、他者及び自分自身の性のあり方を大切にし

ながら、性の側面に留まらず、人や文化をはじめとする様ざまな多様性（ダイバーシティ）への

理解を深め、互いに尊重し合うことができるよう、時宜を得た教育と支援を展開し、多様性を包

摂する社会づくりに貢献していかなければなりません。 

 

そこで、2029年度入学生から、多様性を包摂する歩みを更に進めるため、本学の学部及び

研究科の出願資格である「女子」に、トランスジェンダー女性※を含むことを決定いたしました。

今後、受け入れ開始に向け、トランスジェンダー学生を含む本学の全ての女子学生が共に学ぶ

ための環境を整えてまいります。この過程と新しい環境での学びは、本学が標榜する感性豊か

でグローバル・マインドを持つ人材の育成とともに、多様性を包摂する社会の実現に貢献する

ものと信じます。 

 

※ 身体的性に基づく戸籍上の性別は男性であるが、女性としてのジェンダーアイデンティティ

を持つ人。 
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